
在宅医療推進センターたより
魚沼市日渡新田３４番地魚沼市立小出病院内

025-793-7305
📠025-793-7069

新年おめでとうございます。昨年中は、大変お世話になりました。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

在宅医療・介護関係者の相談に応じます

医療と介護の相互理解や職種間の意思疎通が困難な場合など、

多職種多機関が抱える課題に対して、より良い方向で検討できるようサポートします。

（参加者の声）
・加藤先生のデータに基づいた
お話が大変わかりやすかった。

・食事、栄養と運動の大切さが
理解できました。

・今の生活(食生活)を見直してみ
ようと思いました。

内容；１０月２５日
の前段として、現状
の入退院支援の振り
返りをしました。

（参加者の声）
・見えない溝、垣根？を超えること。
医療職と介護職が今日のように同じ
場で、同じテーマについて話し合う
機会を作っていけたらと思う。
・病棟看護師さんの熱い想いが聞け
て良かった。

講 師
宇都宮宏子先生

意見；介護保険でも
医療機関でも受け入
れが難しい人の居場
所があると良い。



１月１６日（火）PFMワーキング
１月１８日 圏域入退院連携ワーキングチーム
２月６日（火）楽想ACPワーキング
２月２０日（火）PFMワーキング
３月１３日（水）在宅医療推進センターワーキ
ング
１月１６日（火）PFMワーキング

１０月１７日（火）PFMワーキング
１０月１８日（水）居宅区分別会議
１０月１９日（木）YouTube研修
１０月２４日（火）アクションミーティング
１０月２５日（水）多職種連携研修会
１０月３０日（月）県内在宅医療推進センターミーティング
１１月１５日（水）圏域入退院連携ガイド事務局会議
１１月１６日（木）地域包括支援センター連絡会
１１月２１日（火）PFMワーキング
１１月２９日（水）在宅医療推進センターワーキング
１２月５日（火）楽想ACPワーキング
１２月６日（水）圏域入退院連携ガイド事務局会議
１２月１５日（金）専門研修（よりそいーと魚沼）
１２月１９日（火）PFMワーキング

• 10月4 日 市民フォーラム

• 10月17日 PFMワーキング

• 10月18日 居宅区分別会議参加

• 10月19日 推進センター事業研修

• 10月24日 アクションミーティング

• 10月25日 多職種連携研修会

• 1月16日 PFMワーキング

• 1月18日 魚沼圏域入退院連携ガイド

ワーキングチーム

• 2月6日 楽想ACPワーキング

• 2月20日 PFMワーキング

• 3月13日 在宅医療推進センターワーキング

• 10月30日 県内推進センター会議

• 11月15日 圏域入退院連携ガイド事務局会議

• 11月16日 地域包括支援センター会議出席

• 11月21日 PFMワーキング

• 11月29日 在宅医療推進センターワーキング委員会

• 12月 6 日 圏域入退院連携ガイド事務局会議

• 12月15日 専門研修会（Zoom）

• 12月19日 PFMワーキング

• 12月26日 圏域入退院連携ガイド事務局会議

10月・11月・12月

会議 / 研修 / 委員会

今後の予定

プチプチ情報

参考URL
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36975.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_36886.html

〇「介護報酬改定施行時期について「居宅療養管
理指導、訪問看護、訪問リハビリテーション、通
所リハビリテーションは6月の施行、それ以外の
サービスについては、4月の施行」と令和５年12
月18日の社会保障審議会・介護給付費分科会で厚
生労働省の老人保健課長より方針の説明がありま
した。
〇令和５年12月19日「令和6年度介護報酬改定に
関する審議報告」決定版が公開され、これにより、
報酬の算定要件に関する見直し内容など2024年度
の介護報酬改定の大枠が固まりました。
〇令和５年12月20日「診療報酬、介護報酬、障害
福祉サービス等報酬の改定率が発表されました」
・診療報酬 +0.88％ ・介護報 +1.59％
・障害福祉サービス等報酬 +1.12％

ワーキング委員会では、魚沼
市内共通の切実な課題として
人材確保を取り上げ、具体的
な施策について話し合いを重
ねております。今年度中に、
話し合った意見や提案を事業
所・法人レベルで取り組める
ものと法人・行政での努力が
必要なものに区分し、提案し
ていく予定です。事業所や法
人単位で取り組めると考えら
れる提案もありましたので、
自機関で取り組めるものは実
施できると良いですね。

≪Zoom研修≫
食の大切さを知り、
食を通して在宅生活
をどう支援していく
かについて専門研修
を実施しました。
参加者からは、「寄
り添う、介護、医療、
食、住の連携を再確
認しました」等の声
が聞かれました。
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